
神奈川県考古学会

考古かフ。く がわ
回E着逓

この㗌は後藤先䔆と科学朝㗌の近藤さんと云
う記者が写真機を持つて参加されていた。機材
は取りあげられ、アイルムが抜かれた。下⣒官
のᷧạが後藤先䔆に「パスポートは持つている
か」と聞いた。横須賀基地のデッカー司令官か
らの許可で入つているので持つている訳はない。

毎㗌バスで送迎されてぃるので、此処が占續地
の軍事基地であることすら忘れて発掘してた私
達である。ともか<戦時捕虜のような姿で座ら
され、銑剣を持った米兵が取り囲んでおり、弁
明 した く て も英会話がで`きない。 無言のま ま青争

寂の日寺が一瞬過ぎた。 ど う なる こ と か判 らない
が心配や不安感はおこらなかつた。ややあつて、
落ち着きを取り戻すと夕バコが吸いた<なつた。
しかしマッチがない。傍にいた米兵に「マッチ
を持っているかュと話し掛けた。彼は黙ってマ
ッチを擦つて火を差出したので、私も無言で夕
パコに火を付^けたo 廻りの仲間たちもおもむろ

に夕パコを取り出して私の夕バコから火を移し

て吸い出した。さきほどの米兵が彿プレゼント」
と云って一箱のマッチを私に<れた。
別の一隊は北側斜面にも行ったらし<、そこ

の貝塚を探査していた岡本償さんが捕盧にな

..........................................................................................遁、

]994年3月苳賽l日 ・

『夏島岄塚発据の話』 (2)

横須賀考古学会
力I土ニ久、夫

つて私たちの所へ違れてこ られた。

4時近< になつて、 帰りのバスが迎えに来た
のがこの場所から奲える。運転㈲の鈴㜏君が登
つて来て驚いブこよ う に 「川上、 どう したんだ」

と声を掛けてきた⇜訳なんか判らないが、こい
つらに才甫盧になつた」 と答える と、 ⍩ふ ざけた奴

らだ」 (米兵には曰本語が判らない) と云つて彼

が「基地司令官に電話して聞け」といった内容
の話しを畩敞と遣り倚⎯り していた。 暫して誤解

が解けて全貝パス に乗つて飛行場の基地ま で`来

る よ う に指示を受けた。 それから扱いが急に丁

寧になつたようである。基地の事務所に着<と
司令部から連絡があつたらし<、士官が後藤先
生に丁重に詫びを述べ、夕食を御馳走になり、
軍䔏のキャナデイアン・ウイスキーが娠舞われ
たことを今でも覚えている。何本かのウィスキ
ーをもらつて帰つブこo

昭和飴年9㛯サンフランシスコ対㗌講和条約
で占鎮進駐軍は駐留軍と呼ぱれるようになった。
敗戦そして占領という社会状況の中での夏島岄
塚の発据詞査は、戦後の細文時代早期の縞年研
究に、大きな結果をもたらしたことはすでによ
<御承知のことであろ‰
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第17回神奈川県造跡言周査 ・ 研究発表会開催 さ れる

神奈川県遺跡謂査・研究発表会は、県内でこ
の1年間発掘調査をした遺跡の中から、注䛕呑

れるものを選んで毎年1回開催しており、今回
で打回を迎えました。今回は秦野市文化会館⯶
ホールを会場とし、神奈川県教育委具会の後援
を受け、秦野市教育委岄会との共催というかた
ちで実施ぃたしました。会場が県奦部というこ
とで、当初参加者数が気になりましたが轍檎叩
名程の参加者を得ることができました。
発表は午前午後に分け、H箇所の発掘謂査事

例についての発表があ り ま した。 間に 石丸 煕
東海大宥埠姑尉こよる「中世窃賊苗笥について」
の記念講箋寅が行なわれま した。

藤沢市南葛野遺跡では、先✆器時代から縄文
草創期・早期までの䟚器群が発奲されました。
特に早期末の棒状牒が多量に検出されています。
⤎井町東名枷鱚遣跡では、縄文前期の豊富な資
料が検出された。また同期の住屠には、地震と
思われる地割れがあり、その中に完形の浅鉢が
2点伏せた状態で検出されました。⯶䔗原市久
野2号墳は、横穴式䟚室を持つ径叩m程の6世
記後半から7世紀初頭の円墳であり、今回の謂
査で、多量の出✆遺物を得ることが出来ました。
秦野市太岳院造跡の先土器時代の詞査では、秦

記 念 講 濃

野盆地内で初めて先✆器時代の遺跡を発奲し、
多量の資料を発奲することができました。海老
名市相模国分寺塔跡の謂査は、史跡整備事業に
伴う確認詞査として行なゎれたもので、塔基壇
の溝造等が解明されました。三浦市新井城址で
は、戦国時代の城郭址の本丸の発据調査が堳な
われ、文献の合戦記事が考古学的に裏付けられ
たという大きな成果を得ました。平塚市山王A
遺跡は、砂丘上に立地する遺跡で、掘立注建物
址から正倉院御物と類似した、佐波理の匙が検
出されました。横浜市観福寺北遺跡の詞査では
弥生時代後期の朝光寺原式期の最大規模の集落
を発奲し、それに伴う多量の遺物を得ることが
できました。横須賀市⯶荷尞遺跡の調査では
古墳時代末期前後のᷧ般の遣跡とはやや様相を
異にする、掘立柱建物址を主体とする遺溝群が
検出されました。敧古束海遺」の東京湾渡海の
拠点としての可能性が䤡唆される遺跡でありま
した。清川村宮ヶ瀬遺跡群表の屋敷遺跡の謂査
では、宮ヶ瀬の開拓者である井上妹之丞の屋敷
跡が、伝説のとおり発奲されました。横浜市網
崎ⱘ横穴墓群の謂査では、7世紀初頭から8世
紀前半にかけての横穴墓15基が検出された。 未
開⏊であった3号墓からは1体の⯶児骨のみが
検出君ḝれてお り 、 こ ど も の死を以て横穴が造ら
れたことを示唆するものでありました。
記念講漬は近年の研究動向を踏まえ、県内で

近年堳ゎれた発掘謂査の事例を中⾪にした、実
に異昧深いものでした。
会場が相模川を越えて開催されたのは2度䛕

です。交通の便に多少難点はありますが、会員
層を厚<するためにも、時クは県中央部から離
れた所を会場にすることも必要ではなぃかと思
われました。



ヶ

横須賀市⤎塚古損群現状保存
のための請願について

大塚古墳群は、別記のとおり貴重な文化財で
ありますが、✆地区画整理事業のため消滅の危
機に瀕しています。そこで「⤎塚古墳群の現状
保存のための連絡協譲会」が結成され、市に対
して現状保存等を求める請願を堳なうことにな
りました。当学会にも協議会から参加要請があ
り、逍鮑年第3回役員会にて慎重に検討した結
果、この請願団体に別記の唸団体とともに参加

署名 については役岄周辺,の㖠に御願いするのみ

でしたが、御脇⊂を賜つた皆様には厚〈御礼申

しあげますo

なお本年1㛯に入り、脇識会事務局より、請

願書が市議会に提出され、昨年璋㛯碎㗌の教育

経済常任委岄会での審議と採決の結果、賛成4

反対6で不採決となつた旨の経過報告と当学会

への御礼のまいりましたことを御報告申しあげ

することにいたしました。時間的な制約もあり、 ますo

横蒙柨賀市⤎i家古墳群の䍰奲状保存を求め る 請厚頁

神奈川県横項賀市池䔗町の標檿⊂mの⤎塚台上に所在する⤎塚古項群は、全敞譴mの前㖠後
円墳培潔菲賤鄙基からなる古墳群として知られてきました。旭硼佃邵肥力年に故赤星直忠博士
らによる、前㖠後円墳の主体部の発掘調査と墳丘の測量詞査が堳われ、主体部は粘✆郭であ仇
形態的にみて古墳時代終未期の古墳群であることが判明しています。古墳の被葬者は付近の同
時代の遺跡の分布等からみて、平作川流域に広がる三浦半島最⤎の㰛䔗地帯と都から関東平野
への古東海遭の要地であるこの付近を支配していたものと考えられます。
全国的にみれば、 規模の⯶巷・ な古墳群ではあ り ますが、 地盂或史や古代交通史を朋 らかにする

上では、かけがえのない遺跡です。古墳の稀少な三浦半島では、現状で墳形を奲ることができ
る唯一の前方後円墳を含む古墳群として、県指定史跡吉井貝塚を中心とした遺跡とともに、社
会科学習や歴史教育の教材としても、頻繁に利䔏されているのが現状です。
ところが、嶋硼存阡妨司年5㛯には、神奈川県環境影響審査会も「⤎塚古墳群を含む⤎塚ⱘ

ᷧ帯を可能な限り現状のまま保存すべきであると考えられる虹と蕃査結果を報告しているにも
かかわらず、現在、ᷧ帯の✆地区画整理事業が計画され、そのために破壊を前提とする発据謂
査が進められています。この謂査において、同時期の所産と考えられる古墳が数基発奲さ九
⤎塚古墳群は少な<とも、前㖠後円墳癬聾円墳3基からなる古墳群と、その捌莫内容が訂正
をされるにいたっています。この古墳群の学術的・教育的価値はさらに⤎きなものになってき
7牢こという 二 とがで`き ますo
このため、㛗本考古学協会や地元横須賀考古学会などから関係当局に現状保存の要望がなさ

れました。しかし、✆地区画整理組合は事業を優先させ、市当局もそれを迫認し、この貴重な
文化財を破壊消滅させる姿勢を正していません。私たちは⤎塚古墳群を現状保存するため、次
のこ とを姧青原亘します。

縞 願 事 項
1.⤎塚古墳群を現状保存し、史跡公園として整備し、その活䔏をはかるこ鍮

⤎塚古墳群の現状保存のための連絡協議会(会敞 川上久夫)
〒鱧8横須賀市平作6ー2ー6 星方

浦賀歴史研究会・おおつ歴史同好会・神奈川県歴史教育協議会横須賀㔖部・
神奈川地域史研究会 ・ 久憳浜史遅貢の会 ・ 三浦半烏の.凑然を学ぷ会 ・ 三浦半島
の文化を考える会・三浦文化研究会・横須賀考古学会・横須賀史学研究会・
吉井 ・ 池田のすぱら しい 「ふる さ と」 を⤎切にする会 ・ 歴史探訪いずみ会 ー
神奈川県考古学会

〔参加団体]

5 年11月22日
横須賀市議会議敞 刀卜名壺竈雄 殿
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大塚古潰群の謂査
横須賀市吉井・池䔗地区埋蔵文化財発据調査麗

大塚古墳群の詞査につぃては平成6年1月に
調査を終了し、現在報告書作成中であるが、こ
こでは調査成果の概要につぃて紹分したい。
大嫁古墳群の詞査は平成4年H月鉛日より平

成6年1月創日に至る約Mカ月間をかけて行ゎ
れたo 壽周査では業㖋たに発奲きれ、た古盂貨を含めて

前方後円墳3基、円墳3基からなる古墳群であ
る こ と が薙認さ れた。 古墳群は後世の破壊に よ

つて大き く 変君兄 し、 培士家と考え られていた大塚
謄5号墳は墳丘のᷧ部が残存するのみであり、
⤎塚2・3・6号墳は全<墳丘を失つていた。
特に、古墳群の周辺は第2次⤎戦中の檿射砲陣
地溝築による破壊が著し<、破壊は⤎塚古壇や
その他の古墳にも及び、潰丘や周溝の一部が破
壊老ḝれていたo

〔⤎塚古墳拭塚1号墳⇧甫防彼円墳。墳丘の
蕗全敞31m、 墳丘高3 m(南イ則)、 周溝の幅L5~4
mを測る。前方部と後円部の比高差は殆ど無い。
後円部に主体部を も ち、 1952年に主体部の言周査
が老ḝ れて い る。 今回の言周査では遺物は出土 して

いないo

〔⤎塚2号墳〕前㖠後円墳。全敞勾m。周溝あ
り。断層による破壊が著しい。
〔⤎嫁3号墳〕円墳。径唱m、周溝あり。奦側
にブリッジ部をもつ。周溝内から須恵器短頸壺
2・域庒2、✆師器杯6・⯶型嵋彩壺1がまと
まって出土している。
〔⤎塚4号壇〕前㖠後円墳。全敞mm、周溝あ
り。断層による破壊が著しぃ。主体部は2箇所
検出されている。第1主体部は項丘上から検出
蓄れ (130cmー現存)×8OCm、 深蓄30cmを測るo

直⇧2、⇧⬷1、鉄銑2が出✆している。第2
主体部は⣒真丘漢盛 り 土下から検出 蓄 れ、 苳彊雀蚕Ocm × l80cm、

深さ7()cmを測るo 出土 した遣物は刀子 l のみで`

あるが、主体部直上からは直刀2、ガラス製小
䍰郢、✆䍰船が出✆している。周溝内から須恵
器横瓶が破壊君ḝ れた状態で出✆ して い る。
〔⤎塚5号墳〕円填。墳丘径頂m、周溝あり。
奦側にブリッジ部をもつ。主体部破壊。周溝か
ら須恵器横瓶1、✆師器杯1が出✆している。
〔⤎塚6号壇〕円墳。径逍m、周溝あり。北側
にブリッジ部をもつ。周溝内から✆師器杯1が
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出土している。 ともに、コンピュー夕ー・グラアィックスによ
保存要望が出されていた大塚古墳群は、土地 るその形成過程再現を含めた資料映像によって

区画整理事業䔏地内のᷧ妹に復元保存巷れると 記録保存きれる予定である。

大塚古ヱ賃
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入敧考古学講座
ー「横穴墓 と は何カḝ」ーに脇⊂ し て

上田 票

冒頭から楽屋落ちめいた話になるが、⤎和市
の曽根㯶に、神奈川県考古学会主催で古墳時代
をテ一マに入門講座を開催したいので、ついて
は相談に乗つて<れないかと悪魔のささやきを
耳にしたのは、咋年の6月頃であっただろうか。
安請け合いしたのかしなぃのか、そんな事はす
っかり忘れていた秋になつて、ご本人から催促
の電話があ り 、 ついには汗を 夕°ラ 夕°ラ流 した巨

体が、私の担当する現場に姿を現した。こうな
ってしまつては、もう逃げられない。企画の素
案を練 り 、 いつの間にか発表者のᷧạ と な り 、

はてはこうして感想文まで書いている。
さて、今回の入敧考古学講座は「横穴墓とは

何か辻平成6年2㛯6㛗、川崎市市㯸ミュージ
アム)というテーマであった。比較的地味なテ
ーマでもあるにもかかゎらず、当㗌多数の会員
の参加を奲たことは企画に参画した者のᷧạと
して実に喜ぱしい限りである。
横穴墓研究は、近年棂躍的な進歩をとげつつ

ある。そしてあまり知られてぃなぃのだが、明
治以来これまでに刊堳された横穴墓関係の報告
書・論文の類を都道府県別に整理してみると、
神奈川県関連のその数は実に軟m近<にも達し
ている。この数は、私の調べた限りでは全国ᷧ
である。さらに細か<いえば、戦後まもない昭
和盤年から平成5年までの虹年の間、昭和蜷年
を除きいずれの年にも神奈川県においては横穴
墓に関する出版物が刊堳されているのである。
このことがなにを意昧するのかとぃえぱ、実は
神奈川県は、横穴墓に関する資料が全国で最も
数多<公表されている地域として位置付けるこ
とができるのであるが、しかしながら、このよ

事 例 発 表

うに多<の賓料に恵まれているのにもかかわら
ず、その実態が系続的に整理きれ始めたのはご

く最近のことであり、神奈川県とぃぅ狭ぃ地域
の中に実に佃性的な横穴墓が各種存在し、それ
らの分宿の範囲が次第に解明されつつあるのが

現状であり、その他まだまだ克服しなければな
らない数多<の間題を抱えている。
今回の講座で最も有意義であつたのは、県内

各地域の極めてパラエテ ィ ーに富んだ~横穴墓を

スライドによってじつ<りと実奲し、比較・検
討ができたことである。時間的制約があつて今

回はかなわなかつたが、発表者間での簡単な質

疑応答の機会がもてればより実りのあるものと
なつたであろう。今後の入敧考古学講座の課題
と して捉言しブこいo

入敧考古学譁座は、 神奈川県考古学会と して

今回初めての試みであり、考古学という裾野の

広い学問領域の、限られたᷧ部分にスポットを
あてて会岄の㖠クに平易に研究の現状をご理解
いただ〈 といつた主旨には⾪から賛同し、事䟂芳局

の㖠クのご苦労もお察ししますが、以後も継続

してこのような講座を是非とも定期的に開催し
ていフ`こだ~きたいo 私と して も、 今後と も さ 巷・や

かなカ櫑'らご'協⊂きせていただḝきたいo
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唖胸年度の総会を下記のとおり開催します。
o 日 時 1994年5 月Z8日(土) 1ごヨ対OO~
o場 � 横浜市開港記念会館

(横浜市中区本町1ー胸
o蔑 事 川 1993年度事業報告

群について .................................. ..関根唯充

(賓料紹介)Ḧⷥ崎市溢䔆区檿䟚遣跡のᷧ字ᷧ䟚
経塚 ........................................ ..後蕗喜⇇郎

(資料紹分づ立䊓和市神明若宮地区内発奲の近世
. . . . . . . , , . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . , . , , . . . . .

B5版、刊行は5月になります。
(2) 1993年度収㔖決算報告
(劉逍硼年度事業計画案
<4) 1994年度予算案
〈印特別講演会

ーーーーー」⚾国I躙壇底塵I 地下冥荒ご虚I腱聖⏊
蒡亡二]
裁⚾ 開惜記念会貪官

県庁ヒ辻 l
本町通り

会場案内図

『考古論叢 神奈豪可』 第 3集の刊行
本雑姧志は神荼川県及びそれに関五重する テーマ

の学術情報の発進を中⾪に、庒近にある資料や
曰 ヒ頁思つてい る研究上の ヒ ン ト を紹介 した も の

も合わせて掲載しています。会岄の皆様と共に
より良いものに育てていきたいと考えておりま
すので、皆様の投稿をお待ちしています。
第3集は次のような内容で発堳いたします。

神奈川県下の縄文時代の岄塚を慨観して作封拍
. , . . , , , , , , , , . . . , , , . . . , , , . . . , , . . . . , . . . . . . . . , , . , . , .

, . , , . . , , , . . , , , . . , , ,

古代本郷遺跡のᷧ特質ーK砂RC地区の建物群
とその評価 大上周三
鎌倉における出✆遺物の佃体数詞査ー鎌倉市佐
助ヶ谷遺跡の出土欺食器を中心として
. . , . . . . , . . . . , , . . . . , . , . . , , , . . , , . , . . , . . . . . , , . . . , , . .

(資料紹介)藤沢市枷齟寵鄙出✆のB4層遺物

� 8 �

1 9 9 3年度投員会記録
第]回 珀鋸年5㛯m㗌佃県立埋文セン夕ー
譲題 o珀鮑年度総会開催準備 他

第Z回 逍鮑年8㛯6㗌附県政総合セン夕ー
譲題 o第打回遺跡調査・研究発表会の準備

o三浦市洞穴遺跡奲学会報告

ロ入敧考古学請座について 他

第3回 珀脇年9㛯9㛗例県政総合セン夕ー
諒題 o第打回遺跡調査・研究発表会の準備

o 横⽈亘賀市⤎塚古項群について
°「考古かながわ5ム 「考古論叢神奈

蓄可 3 J の発堳について

o 入敧考古学講座について 他

第4回 1994年 1 月 14 日 ン 夕 �
議題 o入敧考古学講座の開催について

げ考古論叢神奈河3」編集状況 他
なお、昨年の総会で役員会にᷧ任されており

ました役貝補充については、茅ケ崎市在住の降
䟉順⬷会員にお願いすることが、第3回役具会
で決まりました。降䟉さんには普及担当委量を
お願い しま した。

発 行
発堳 日
編集者

事務局

印刷所

考古かなが^わ 第 S 号
神奈川県考古学会
1994年 3 月 31 日
伊藤 郭、 川⏊徳治朗、 ⯶宮ーI亘
雄、 後藤喜八郎、 塚田順正
束海⤎学文学部考古学研究室内
〒259-12 平塚市北金目1117
郵蔓便才辰替 0024Oー9ー712O8
神奈川県考古学会
東邦印刷株式会社
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